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ゼオンケミカルズシンガポール（ZCS）は、合成ゴムのグローバル生産拠点として 2010 年 12 月

に設立し、2011 年 9 月ジュロン島で建設工事を開始、2014 年 1 月に商業生産を開始しました。

主に低燃費タイヤの材料となる S-SBR（溶液重合法スチレンブタジエンゴム）と LiBR（末端変性

ブタジエンラバー）を製造しています。 

出荷市場はアジアだけでなく、欧米も含めた世界全体をターゲットとしています。当社独自の技術

を生かし、自動車産業の成長とともに発展していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※次年度から報告します。） 

 

 

 

現地採用の従業員が 9割以上を占めており、雇用を通じて地域コミュニティの発展に貢献しています。 

朝比奈 宏社長 
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